
 

Ⅲ 自由意見（抜粋） 

１ 男女共同参画社会の実現について（50件） 

・男性、女性ともに男女共同参画意欲の向上を図ることが必要 

・男だから、女だからより、人としての考えや行動のほうが大切 

・本来の男女平等とは、社会において「機会の平等」がすべてである。 

・かなり以前から男女共同参画社会と言われながら、なかなか定着していない 

２ 家庭生活の状況について（５件） 

・共働きの妻の負担が多いので、男性も一緒に家事・育児ができるよう、男性の働き方を変え

るべき 

・子育ての面白さや発見、感動を、男女関係なく、その時間が持てる社会になるとよい 

３ 子育てについて（７件） 

・学校では男女平等の教育を受けてきたが、結婚し、子どもができると、平等ではない 

・本当の男女平等になるために、学校、家庭の教育で数十年かかる 

４ 仕事について（24件） 

・子どもを預かってくれる場所を増やし、女性の社会の復帰に努めてほしい 

・職場での子育ての理解を求める。出産した歳の職場復帰の環境を整えてほしい 

・女性もキャリアを積みたいが、育児休業を取ると昇格に影響があるように感じる 

・女性の登用率（管理職等）を気にして、能力に見合っていない登用も多々ある 

５ 人権の尊重について（９件） 

・若い世代は、ＤＶの理解を持つ人が多いと思うが、高齢者は言葉の暴力等が続いているので

はないか 

・会社では当たり前のようにパワハラがあり、弱者はそれに従わなければ生き残れない 

６ 政策・方針決定の場への参画について（１件） 

・国会議員の女性が少なすぎて、女性の意見が反映されていない 

７ アンケートについて 

・自己啓発の機会となり、知識不足を痛感した 

・高齢者には全体的に理解に苦しむ設問が多かった 

・意味のないアンケートだった 

 


